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Layamon'sβ74≠ とWaceの

LeRornandeBrut

福 井 三 奈 子(秀 加)

一 はL'め に 一

イギ リスに ・・レマン王朝 が築 かれ,プ ラ・タジネ ・ トのH・n・y皿 世 が

イギ リスの 覇者 とレて国 を治 めていた頃 に,ノ ルマ ンの詩人Waceは 年

代記RomandeBrut「 ブ リュ物 語」(Ca.1155)を 書 いてそれをヘ ンリ

ー 皿世の后Eleanorに 献呈 した。 このWaceの 列 王記の中 に現われ る

ブ リテンの王 者達の中で アーサー王 と彼 を取巻 く円卓 の騎士 の肖像 はフ ラ

ンス文学 では12世 紀の詩 人ChretiendeTroyes(1135-90?)の 官 廷文

学 や,MariedeFrance(12世 紀 後半)の 短詩 の中 に受継 がれてゆき,

romancourtoisの 題 材 とな ったg

そ れか ら凡 そ50年 後,Roman46Brutは ま た,ウ スタシャーの僧侶

LayamonがEarlyMiddleEnglishで 書 いたBrut(Ca.1205)の 原

典 となったのであ る。 そ してLayamonのBrutも 共 の後 の英文学 に現

わ れ るアー サー王物語の発展 に寄与す るこ とになる。

LayamonはWaceのBrutを 自 由訳 して,物 語 の構成 か ら叙述 の順

序迄殆 んど共尽 にWaceを うつ し取 った。

物語 は イギ リス建 国伝 説の王者Brutusの 曽祖父 に あたるEneasが 新

天地 を求めて トロhを 逃 れ る所 から始 まって ブリ トン人 のAlbion定 住,

某 の後国威 を輝 かせ るアーサー王 の偉業 が情熱的 に語 られてゆき(ア ーサ

ーに関する物語 にWaceもLayamonも 全 体 の三分 の一を費 してい る),

ブ リ トン最後 の王Cadwalader(68gA.D.)が 国 をサ クソン王Athelstan

の統 治にゆだねて島を離 れ,そ の孑孫 が ウェー,vズ に戻 って落着 く所 で話

は終 ってい る。

D
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Waceのoctosyllabiccouplet14866行(IvorArnold編)はLayamon

で はhemistichsの32241行(FrancisMadden編)に なってい る。Wace

と比 べ てLayamonの 詩 行 の長 々しいのは彼 が物語 を進め る時に登 場 人物

の会話 を沢山 と り入れ た り,Waceの 叙 述 を更 に詳 しく説 明 した り,彼 独

自の挿話 をつ け加 えた りしてい るためである。

この ワースと ラーヤモンのBrut物 語 を比 べた時に ラーヤモンの特徴 と

して先づ挙げ られて来 た事 はOEheroicpoetryの 伝 統 を色濃 く受継 い

1

でい る彼のEnglishnessで あ る。 ラーヤモンは ワースを訳 したの である

が,訳 出に南たって ラーヤモ ンの醸 し出 したア ング ロ ・サ クソン的 な英雄

詩の雰 囲気を強調 するあま りに,彼 がBrutに 描 い た世界 は古代的 であっ
2

て ワースの描 き出 したーーマ ンス風 の騎士 の社会 とは対蹠的 であると きめ た

ヨ

リ,ラ ー ヤモンひ と りがBrutの 中 で残忍 で野蛮 な特徴 を持 ってい るかの

様 な評価 を与 えることには一考の余地が あると思われ る。

そ こでこの小論は実際に ワー スと ラーヤモンの テキス トを並べて検討 し,

果 して彼等の描いたBrutの 世界 は大層違 った もの なのか,ワ ー スはどの

様 に ラー ヤモンに受継 がれてい ったのか を探 ってみ ようとす る も の で あ

る
る。 つ ま りラー ヤモンがどの程度archaicで あ りlesssophisticatedな

の か調 べたい と思 う。 それから両者 を比較 する事 に よって当然浮 かび上 っ

て来 る ワースの特徴的 なフ ランス風嗜好 や ラー ヤモ ンのア ング ロ ・サ クソ

ン的気質 に も焦点 をあて てみ たい のである。以下問題 を5つ の項に分 けて

話 を進 めよ う。

第1は 中世の ロマンスに織込 まれ て くる女性 との恋 愛関係の描写やrOman

courtoisでtroubadourが 語 ったwoman-worshipとcourtesyが ど の

程度 にWaceとLayamonに 現 われて くるかを調べ,

第 皿はWaceとLayamonの 描 くKingArthurと 円卓 の騎士達 の肖像

に は果 して大きな差異が あるのだろ うか と検討 し,

第 皿はLayamonに 対 す る一つの批評 から彼の特徴 といわれ るferocious一
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nessに つ い てWaceと 対 比 して考 え,

第WはRomandeBrutを 飜 訳 す るに あ た っ てLayamonが み せ る

Anglo-Saxon気 質 か ら彼のEnglishnessの 一 つの特徴 を明 らかにし・

第VはLayamonの イギ リス人 らしさ と好対 照をなすWaceの フ ランス
う

的 な嗜好 を全 篇を通 じて考察 す る。それはcourtlysentimentで あ るよ

りむ しろ彼 のNormangaityで あ るようだ。 その具体的特徴 を テクス ト

か らとりあげ る。

1

婦人 に対 す る愛情 や優 しい心づかいを描 く点ではLayamonはWace

よ り多少 ひか え目でこそあれ,決 してひけを取 らない。我 々は まつ女性へ

の恋心の描 写 を,ア ーサーの父王 ユーサーが コー ンウォール公 ゴ ーー ス

の妻イガーナに横恋慕する場面に認めることができる。(律 女は後にユー

サーの子 を宿 しアーサー王を生む)

Ygerne • • • 

Curteise esteit e bele e sage 

E mult esteit de grant parage. 

Li reis en ot  oi parler 

E mult  l'aveit  o3  loer  ; 

Ainz que nul semblant en 

Veire assez ainz qu'il la  veYst, 

L'out  il cuveitee e amee, 

Kar merveilles esteit loee. 

Mult  l'ad al mangier esguardee, 

S'entente i ad tute turnee. 

Se  il mangout, se  il beveit, 

Se  il parlout, se  il taiseit, 

Tutes eures de  li pensot
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E en travers la regardot. 

En regardant,  li  surrieit, 

E d'amur signe  li faiseit. 

Par ses privez la saluot 

E ses presens  li enveot, 

Mult  li ad ris e mult clunied 

E maint semblant fait d'amistied 

Ygerne issi se conteneit 

Qu'el n'otriout ne  desdiseit.

 Pe king sende his sonde 

to  Igmrne  Jiere hende. 

Gorlois eorles wif 

wifmone alre hendest. 

Ofte he hire lokede on 

& leitede mid e3ene. 

ofte he his birles sende 

fron to hire borde. 

ofte he hire loh to 

& makede hire letes. 

and  Cheo) hine leofliche biheold 

ah  inaet  whwr heo hine luuede. 

 Nms  Pe king noht swa wis 

ne swa  3re witele. 

 p imong his  du3ePe 

his  Poht  cu6e dernen.

Wace  //. 8575-8596

                              6 

Layamon  //. 18534-18549



UtherはGorloisに 伴 われて王の饗宴に列席 したIgerneを み ぞめ る

の であ る。Waceの ユ ーサーは イガ ーナを恋 して食べ る間 も;飲 む問 も,

話 す間 も,黙 っている間 も,彼 女 を想 い,彼 女 を見詰 めて微笑 みかけ,愛

の合図 を送 るOLayamOnの ユ ーサー も負 けてはいない。彼 は度 々酳人 を

彼 女の食卓 へ とつ かわ し,彼 女 を見詰 めて笑 いかけ る。彼 は彼 の心を隠す

ことが出来 ない。 ユーサーは遂 に イガeナ に恋 ぐ るい をして股 肱の重 臣の

Ulfinに 何 とか して くれなければ彼女恋 しさの余 り・に死んで しま うな どと

言 う。

L'amur Ygerne m'ad suspris, 

Tut m'ad vencu, tut m'ad conquis, 

Ne puis aler, ne puis venir, 

Ne puis veillier, ne puis dormir, 

Ne puis lever, ne puis culchier, 

Ne puis beivre, ne puis mangier, 

Que d'Ygerne ne me suvienge 

Mais jo ne sai cum jo la tienge. 

Morz sui se tu ne me conseilles.

W.  //. 8659-8667

 Ulfin  rd me sumne  rxd 

 o6er ich beo ful  ra6e  dxde. 

swa  swi6e me  longe6 

 p ne mai i noht libben. 

after  1,ere faire  Ygaerne

L.  //. 18718-18722

　 この様 にWaceもLayamOnも ユ ーサーの恋情 を ロマンスの主人公 の

雰 囲気で以 て描 き出 してい る。また,ア ーサーが王 妃グ ィニグアを大切 に し

ていたことは,簡 単 なpassageに お いてではあ るが,　WaceとLaya皿on
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が 異 口 同 音 に 記 し て い る 。

`ArturTamamultatint
chiere;'(W.1.9656);`Amurheonom

towife/&luuedeheoWunderswi8e,'(L .ZZ.22241-22242).

ア

Woman-worshipの 精 神やcourtoisie(curteisie)はLayamonに は

また鮮 明に現われず,Waceの 所 々に瞥見出事 るので あるが,Romande

Brutでamourcourtoisを 思 わせ る言葉は円卓の騎士 の交わす冗談 と,ア

ーサーの戴冠式 に参集 す る騎士の資格 を述 べた所の中に散見出来 る程 度 で

S

あ る。 この言及 を全 篇の中 から とりあげ殊更重視 して,Waceの 物語 の特

徴 はcourtlysentimentで あ ると言い・Layamonの 描 いたBrutの 世

界 をWaceか ら昔 に溯 った古 い社会 であ るかの様 に考 えるのには嶷 問 の

余 地があろ う。

皿

Waceの 騎 士達 はLayamonの 武 将達 の住む世界 からかけ離れ た,中 世

封 建社会 の住人 であって ロマ ンス風 の騎士 であ ると殊更 に強調 す るの は危

険 なのであ る。

Waceの ア ーサー像 はcourtoisieを 心 得 た王様 であって確 かにLayamon

の ア ーサー と比べ る と洗練 され てい る。礼節正 しさ,生 まれ の良 さ
,勇 気

の あること,気 前 の良 さに於て他 の君主 を凌駕 してい るのだが(cc .

9030-9032),彼 は また,強 くて剛胆 で勝 ち誇 ってい る自信満 々の王者 で も

あ るのだ。 名 声を愛 し,名 誉 を愛 し,ほ まれの名 を残 さん と望む英 雄で

あ る(ZZ.9021,9025-9026)。

Les thecches Artur vus dirrai, 

Neient ne vus en  mentirai  ; 

Chevaliers fu mult vertuus, 

Mult fu preisanz, mult  glorius  ; 

Cuntre orguillus fu orguillus 

E cuntre humles dulz e  pitus  ;



57

Forz e hardiz e conqueranz, 

Large dunere e  despendanz  ; 

E se busuinnus le requist, 

S'aidier  li pout, ne l'escundist. 

Mult ama preis, mult ama gloire, 

Mult volt ses faiz mettre en memoire, 

Servir se fist curteisement 

Si ce cuntint mult noblement. 

Tant cum  il vesqui e regna 

 Tuz altres princes surmunta 

De curteisie e de noblesce 

E de vertu e de lergesce.

W.  //.  9015-9032

EugeneMasOnは ア ー サ ー 像 を 次 の 様 に 現 代 語 訳 し た:

Hewasastoutknightandabold:apassingcraftycaptain,

(Forzehardizeconqueranz,Z.9021,)・ ・・…HewasoneofLove's

lovers;aloveralsoofglory;andhisfamousdeedsarerightfit

9

tobekeptinremembrance,(Multamapreis,multamagloire,/

Multvoltsesfaizmettreenmemoire, ,ll.9025-9026).

`preis'は 戦 に よ る 名 声 だ け で は な く
,淑 女 を 礼 譲 を 以 て 愛 す る 能 力 を も評

ユリ

価の中に含 んでい る。同様 に`conqueranz'も 征 服者 と して勝 ち誇 ってい る

だ けではな く,異 性 に対 す る自信 満 々の意味があ るが,此 処 では女性へ の愛

だけに`Preis',`conqueranz'を 解 釈 して よいだ ろ うか。Masonは`Mult

amapreis・'を`HewasoneofLove'slovers,'と 訳 したが私 は`ア ー

サーは名声 を大層愛 した'と 直訳 して,こ の.`名 声'を 愛す る能力の評 価 だ

けではな く,む しろ戦 う力 を多分 に合 せて評価 す るもの と:考えた い。

WaceのArturはchansondegesteに 描 かれ てい るheroicageの 英
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雄 の美徳 を具 えてい る。彼 のイメージはア ング ロ ・サ クソンの伝統 的 な英

雄像 を継 承 してい るLayamOI1のArδurと さ してかけ離 れてはい な小。

何 となれば英 雄時代のheroの 美 徳 は広 い世界 に共通 した ものであ るから。

 Pa  Pe  Ar6ur wes king 

 hxrne nu seollic  Ping. 

he wes mete-custi 

 atiche quike monne. 

cniht mid  Pan bezste 

wunder ane kene. 

he wes  Pan 3ungen for fader 

 Pan alden for frouer. 

and  wi6  Pan vnwise 

wunder ane sturnne. 

woh him wes  wfider la^ 

and  Pat rihte a leof. 

    of  his birlen 

& of his  bur-Patinen. 

& his ber-cnihtes 

gold beren an honden. 

to ruggen and to bedde 

iscrud mid  gode  webbe. 

Nefde he neuere  nxnne coc 

p he nes keppe swide god. 

 neur nanes cnihtes swein 

 Pat he  nzes bald  Pein. 

 pe king heold al  his  hired 

mid  hw3ere blise.
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  mid swulche  Pinges 

 he  ouer-com  alle  kinges. 

 mid  rh3ere  streng6e 

& mid riche-dome. 

swulche weoren his custes 

 Pat al uolc hit wuste. 

Nu wes  Arzur god king 

his hired hine lufede.

L.  //. 19930-19961

LayamonはWaceの 詩 行`Servirsefistcurteisement/Sice

cuntintmultnoblement.'(μ.9027-28)を 具 体 的 に ア ー サ ー に は べ る

従 者 の 様 子 を述 べ て 説 明 し,飜 訳 し よ う と試 み て い る様 だ(L.ll.19942-

19952)。Ar6urは ま た,Germanicheroで,brave,daring,boast_uttering,

ユユ

boast-performing,hostage-hangingkingで あ る とい わ れ る が こ れ は

LayamonのAr6urに 限 ら な い 。WaceのArturも5(而 り,fierce

12

kingな の だ。

Waceのchevaliersは ロ マンス風の騎士 とい うよ り,Chansonde

Rolandの シ ャルマーニ ュの12臣 将 の如 くに,`LesvaillanzhumesIes

meillurs,/Lesplushard三zcumbate　 rs,'(W.〃.9865-9866)で あ っ

て,王 に生 死 をゆだねて戦に明け暮 れ,目 ざましい手柄 をたて 丶は太 っ腹

の アーサー から褒賞 を授 かる剛勇の武 将達 である。御婦人 の愛 を求め て武

者修業 に専念す る騎士の姿 はWaceのBrutに 見 られない。 それら しい

騎 士の姿勢への言及 はほ んの数行 である。

皿

Layamonは 僧 職 にあ りなが ら残忍 な心 を持 ってい たとい う批評が ある。

R.S.Loomisは 特 に彼 の野蛮 な一例 と して アーサーがYuletidefeastで

宴 席 の順列優劣争い を起 した張本人一族 の男達 の首 をはね さぜ,女 達 の鼻
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ユヨ ユる

をそがせ る描写 を とりあげてい る。然 しアーサ∴は`…wigpanvnwise/

wunderanesturnne.`(Zl.19938-39)な の だから味方 同志 で アー サー

王 の クリスマスの饗宴 に血 を流 す争 いを起 したおろか者 の一族 に厳 しい罰

を与 えるのは不 自然 で はない。Waceは こ の紛争 につ いては特 に何 も記 し

てい ないから これはLayamOnの 補 足で あろ うが,こ の争い と懲 罰のい き

さつ は,こ の様 なつ まらぬ いさかいが二度 と起 らぬために皆が平等 に坐 れ

る円卓 をアー サーが採用す る とい う話の導入部に なって,円 卓 の謂が生彩

を帯びて印象づけ られ て くるのであるから,.こ こでは我 々はLayamonの

残忍 性 を論ず るよ.り物 語作家 としての彼 の巧 み さを買 って然 るべ きか と思

う。Layamonだ けがferociousで あ るとい うのは片 手落 ちだ。この よ うな

懲 らしめは殊更彼 が老 え出 したわけでは ない のだか ら。殺戮 の残忍 な場面

はWaceに も描 かれてい る。例 へば ブルー タスが イギ リスの国統一 に至 る

過程 に獅子奮 迅のい くさをす る時,Waceの 描写 は生 々し く残酷 であ る。

Li Greu esteient  endormi; 

Ainz que  il  fussent estormi, 

Out par les  tr6s maint cop  don6, 

Maint puin, maint braz, maint  pie  cope, 

Espandue mainte cervele 

E perciee mainte  biiele.

 W.  //. 467-472

his horn he  vastliche bleu. 

Iherden hit  Troynisce 

& tuhten to  Pon  Gricken. 

heo heom aweihten 

mid heora  waales igrure. 

 par fluwen haueden on felde 

 fxi6e  Per feollen.
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moni hond moni fot 

 Pe  hwp  wats  1,e wrse.

L.  //. 808-816

Brut　 sの び きい る トロイの軍勢 は眠 ってい るギ リシ ャ軍 に不 意打 を・か

け,こ ぶ しや腕や足 を沢 山ち ょん切 り,脳 み そを飛び散 ら し,い た る所 で

腸 を突 きやぶ るOこ の場 合Layamonは ど うか とい うと,`parfluwen

hauedenonfelde/・ …/monihondmonifot'とWaceを 真 似 てはい る

が それ以 上具体的 に残忍 な描写 を続 けず,OE風epicformulaeの`fおi6e

perfeollen'を 使 い,`pehおpw欝wrse.'と 切 上 げて しまってい る。

Waceの 円 卓 の騎士達 も仲 々savageで あ る。 ローマの皇帝Luciusの

もとへ使 者 と して迎 られたGuerin,Boso,Gawa三nの3人 の中 でガー ウ

ェィ ンは使 者の役 目 も果 さぬ うち,皇 帝 に縁続 きのQuintilainの 言 葉 が

気に喰わ ぬか らと,い きな り彼 を叩 き切 り3人 が あたふ た と逃 げ帰 る話 は

WaceもLayamonも 変 らないが,Waceの ガ ーウ ェイ ンが 「御免」 と

も断 らず に馬 に飛び乗 るのに対 して(W.π.11757-11760),Layamon

の ガ ー ウェインは 「我 々を追 って来 られる勇敢 なお方 がおられて も,私 は

容赦 な く刀で叩 き切 りますそ」 と少 くとも断 りの捨てぜ りふ を残す(L.

Zl.26465-26470)。 果 してどちらのガー ウェィンが野蛮 であろ う。

w

DorothyEverettはLayamonの イギ リス人 らしさを,彼 がWaceの

フ ランス風Brutを 訳 した際 にその拠 り所 とした伝統的 なOldEnglish

の英 詩の概念,古 き ものへの強い憧 れ を示 した彼 の詩 作の方法 に認 めてい

る。 い くさの身ご しらえ をす るアーず一王のいでたち を語 るLayamonの

ユら

言葉 からEverettはBeowv,lfを 連 想す る。 確 かに,Layamonの 戦 い

の描写 は古代英語 で書 かれたbattlesongの 雰 囲気 を 彷 彿 と さ ぜ る。

Layamonが こ の意 味で イギ リス的 なの は言 う迄 もないが,此 の項 では,
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LayamOnが 示 すア ング ロ ・サ ク ソン気質 をBrutに 登 場 す る戦士達 の会

話の中か らWaceと 対 比 して摂 り上 げてみ よ うと思 う。

ブル ータス勢の勢 いに押 されて浮足立 ったPoitou王Gofferの ひ きい

る軍勢 に ブル ータスの重 臣の一人Corineusは`敵 に後 を見 せる とは卑怯

な り'と 大 みえ切 って呼びかけ るのであ るが,Waceの 描 くコリネ ウスの

叩 く大 口 と,Layamonの 描 くコ リネ ゥスの生真面 目な説教風 の詰 問調 と

は面自い対・照をな してい る。

Vus fuiez trop vilainnement 

Ki fuiez pur mei  sulement  ; 

Ja estes vus plus d'un millier 

Si fuiez pur un chevalier. 

Ne savez cele part  fuir 

Que jo ne vus face  murir  ; 

Mais riches conforz vus puet estre 

Que vus murrez od ceste destre 

Dunt jo ai maint bon cop  dun6 

E maint millier  d'omes  tue 

E maint gaiant par mi  trenchi6 

E en enfern maint  enveie. 

E quatre e quatre, e treis e treis, 

Venez  ca, ferez demaneis 1

 W.  //. 887-900

Goffar mid  pire ferde 

wi wolt  Pu fleam makian. 

Ne miht  Pu na wiht so fleon 

3if  Pu us wlt heonne fleman. 

 Pu most  swiPer fehten
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er we heonne iwenden.

L.  //. 1576-1581

`私一 人 のために逃 げるとはふ らち千万……いや,だ が御安心召 されい
。

御前 がた死 ぬのは儂 のや っつ けた御連れ と一緒だ からな。何 千人 も殺 して,

大 男 の首 を はねて地獄 へ送 り込んでや りま したぞ。 さあ,三 人つつ で も四

人つつで もか1っ て来 な され 。'

とWaceは 皮 肉た っぷ.りなのだ。Layamonの 方 は,`ゴ フ ァ尸よ何故軍勢

を引 き連 れ て逃 げ るのだ,我 々を此 の地 から追い払 うつ もりなら逃げ ては

ならぬ。我 々が退 却す るよ り先に貴殿は しっか り戦 うべ きですそ。'と至極

御尤 なこ とを言 って敵 を呼 び戻 そ うとするのである。Waceの 物 語 を大体

に於て内容 を変 えずに写 し取 ってい るLayamonな の であるがWaceが ひ

とたび ブラ ンス風 のか らかいや,駄 酒 落や,軽 口を叩 き始め るとLayamon

は其 の個 所 を削除 す るか,或 いは彼 独特 の生真面 目な精神で飜訳 して しま

う。

Layamonの この特徴 はmマ 皇帝Luciusか ら アーサーの恭順 を強要す

る使節の到来 に接 して,善 後策 を講ず るために召集 され た騎士達 の間に交

され る会 話 に も認 め られ る。

Quant Cador dist en suzriant, 

Oiant le rei, ki ert avant : 

En grant crieme ai,  dist il,  este, 

E mainte feiz en ai  pens6, 

Que par oisdives e par pais 

Devenissent Bretun malveis. 

Kar oisdive atrait malvaistied 

E maint hume ad aperecied. 

Uisdive met hume en peresce, 

Uisdive amenuse  priiesce,
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Uisdive esmuet les lecheries, 

Uisdive esprent  16 drueries. 

Par lunc repos e par uisdive 

Est juvente tost ententive 

A gas, a deduit e a tables, 

E a altres geus deportables. 

Par lunc sujur e par repos 

 Poiim nus perdre nostre  los. 

Pose avum  este endormi, 

Mais Damnedeu, sue merci, 

Nus ad un petit resveilliez, 

Ki Romains ad encuragiez 

De chalengier nostre  paYs 

E les altres qu'avum cunquis.

 Pa stod  Per up Cador 

 Pe eorl  swi6e riche  wr. 

and  Pas word  swide 

bifore  Pan riche kinge. 

Ich  Ponkie mie drihte 

 Pat scop  Pes  dwies lihte. 

 Pisses  dwies ibiden 

 Pa to hirede is ibo3en. 

and  Pissere tidinge 

 Pe icumen is to ure  kige. 

 Pat we ne  Puruen na mare 

aswunden liggen here.

 W.  //. 10735-10758
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For idelnesse is  luOer 

on  wlchere  Peode. 

for idelnesse  make6 mon 

his monscipe  Teose. 

 gdelnesse  maka cnihte 

for-leosen his irihte. 

idelnesse  griete6 

feole uuele craften. 

idelnesse  maka leosen 

 feole  Pusend  monnen. 

 pu•h  aeliche dede 

lute men wel  speda. 

For 3are we  habbea stille ileien 

ure  wurOscipe is  Pa lasse. 

 ah nu ic  Pokie drihtne 

 Pat scop  Pas da3es 

 Pat Romanisce  leode 

sunden swa 

& heore beot  makiee 

to cumen to ure burh3es.

L.  //. 24899-24930

Comwal1のCadorは 戦 が 始 ま り そ う で や れ や れ だ と ば か り の 口 謫

で …`暇 が あ っ て 平 和 で す と,我 々 は 悪 く な りま す な 。 無 為 は ろ く な こ

と に な ら な い …'。 と 口 を 開 く 。Waceの カ ー ドー 公 が`Uisdivemet

humeenperesce・/UisdiveamenuseprUesce ,・ノUisdiveesmuetles

lecheries,/Uisdiveespreutl　 drueries ,'(it.10743-46)と 得 意 の

repetitionを 始 め る とLayamonは そ の 口 調 を 取 っ て ・_idelnesse
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 makezi mon/his monscipe leose. /ydelnesse  make6 cnihte/for—leosen 

his irihte. /idelnesse  grxi6e6/feole uuele craften. /idelnesse  make6 

leosen/feole  Pusend monnen.  /  jourh  eftliche dede/lute men wel

rpede6.'(〃.24913-22)こ の様 に真似 てい るが,彼 はWaceの`Quant

Cadordistensuzriant'(カ ー ドーが笑い ながら言 った…)と い う言 葉 を

訳 さなか った。Layamonは 重 大 な会議 の討論 をにこにこ と冗談 ま じ りに

話す態度 が納得出来 なかった のか或い はそれは彼 の生真面 目な性格 の好 み

に合わな かった ので もあろ うか。

ヵ一 ドー伯に答 えるWaceのGawain〔Walwein〕 は,`殿 ・何卆 そ うお

怒 りに なられますな,い くさの後 の平和 は宜 しい ものにござい ます。 土地

は美 しくも豊 かに もな ります。 まことに,巫 山戯 ますの も,御 婦人 との愛

も結構 な ことで,恋 人 のため,愛 を獲得す るために騎士達は騎士道に励 み

ます る。'と軽 く応酬 す る。

Layamonの ガ ー ウェィン 〔Walwai且 〕 は真正面 から怒 ってカー ドーに

反対 し,平 和 は神聖 な る神 の創 り給 うた誰 に も結構 な もので,平 和 は善良

な人問 に善行 をさせ るのです,と 真面 目 くさってカー ドーに喰 ってか1っ

てい る。

 <Sire cuens, dist Walwein, par fei, 

De neient estes en effrei. 

 Bone est la pais  empres la guerre, 

Plus bele e mieldre en est la terre; 

Mult sunt bones les gaberies 

E bones sunt les drueries. 

Pur  amistie e pur amies 

Funt chevaliers  chevaleries, 

 W.  11.  10765-10772 

 Pat iherde Walwain
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 Pe wes Ardures  meei. 

and  wra66ede hine  wi6 Cador swide 

 Pa  Pas word kende. 

and  Pus  andswwrede 

Walwain  pe sele. 

Cador  Pu  aert a riche mon 

 Pine  razddes ne beod noht idon. 

for god is  gri6 and god is  fri6 

 Pe freoliche  Per  halde6  wi6. 

and godd  stilf  hit makede 

 purh his godd-cunde. 

for  gri6  make6 godne mon 

gode workes wurchen. 

for alle monnen  bi6  Pa bet 

 Pat lond  bi6  Pa murgre.

L.  //. 24949-24964

Layamonの 騎 士達 は優 しい気持は持ち合わせ ていて も冗談 をいわ ない。

Waceは 此 処 では ロマンスの騎士の宮廷風 な姿 を隙間見 せて呉れてい る。

それに対 してLayamonの ガ ー ウェインは説教 臭い坊様 の ようだ。Cador

とGawainの 軽 快な フ ランス風の軽 口の応酬はLayamonの 苦 手 とする

所であ る。二入 の会話 を大 真面 目な論 争に変 えて しま った。 これはLaya-

monの 職 業 が らとい うだけ では な く彼 の生来の生真面 目なアングロ ・サ

クソン気質 が彼 の文 学に うつ り伝 わってい るよ うに我 々は思 う。

P

Layamonの ア ング ー-・サ クソン気質 に対 してWaceの フ ランス人 的嗜

好 が見 られ るのは彼 が当時親 しんでいた アンジェヴァンの宮廷の模様 を う

つ し入 れた と思 われ るアーサ ー王 の戴 冠式の華や かな祝 宴の様子であ る。
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式 の模様はWaceもLayamonも 共 にア穴サー王 宮廷 の富 と権 勢 を示 す

豪華 絢爛 さを以 て描い ている。豪華 さ とい う点 だけ を挙 げれば,あ また の

従者,給 仕人の末に至 る迄 き らびやかに純金Zっ てい るLayamonの ア

ーサ ー宮廷が勝 ってい るや も知 れぬ。然 し祝宴 の酒盛 りも果 て ・其 の後の

競技 とな ると,Waceの 描 く宮廷 の淑女 は如何 に もフランスの女 性 ら し く

生 々しいあでや かさを現 わ して来 る。彼女達 は余興 の競技者 をみ るために

壁 へ登 り意中の人 を見付 ける と秋波 を送 り,顔 を振向け る(W.〃.1053g

-42) 。Layamonの 貴 婦人 はWaceの 淑 女達 よ りもお とな しい。彼女達

は壁 によ りか ・って競技 の面 々を眺 め るのであ る(L.ar.24713-24720)。

さ あそれ からの余興 とな ると,Waceの 雄 弁はにわか に活 気 を帯 びて来

る。彼 は フ ランス風 の賑 やかで華 やかな情景 を満喫 させて くれ る。宮廷 に

は軽 業師や,歌 い手,楽 師,勝 負 師が集ま り,武 勲詩 や恋の うたや,手 回

し琴弾 きの唄 や,評 判の詩 や ハー プや ブ リュー ト伴奏の うた などが聞か れ

る。堅琴,太 鼓,笛,管 絃楽,七 絃琴,一 絃琴,テ ィンパ ニー,ト ランペ ッ

トと楽器 の賑 やかな音色の中に ダイスとテーブルを持 って来 させ てい る声

も混 じる。喧嘩 を した り叫 んだ り,`お 前 はごま化 しただろ う,外 へ投 げ ろ,

掌 を動 か して骰 子 を振れ/…'等 と聞こえて来 る。 沢山着込 ん で い た

者 が身 ぐるみはがれ てゆ く情景 も見 られ る。

 Quant  li  reis leva  del'  mangier, 

Alez sunt tuit  esbanier  ; 

De la  cite es chans eissirent, 

A plusurs gieus se  departirent  ; 

• • • • 

Les dames sur les murs muntoent 

 Pur esgarder  cels ki  juoent  ; 

Ki ami  aveit  en, la  ptace 

Tost  li turnot  l'oil e la face.



 Mult out a la curt  jugleiirs, 

 Chanteiirs,  estrumenteiirs; 

Mult peiissiez oir  chanquns, 

Rotruenges e novels suns, 

Vieleiires, lais de notes, 

Lais de  vieles, lais de rotes, 

Lais de harpes, lais de frestels, 

Lires, tympes e chalemels, 

Symphonies, psalteriuns, 

Monacordes, timbes, coruns. 

Assez i out tresgeteiirs, 

Joeresses e  jugleiirs; 

Li  un dient contes e fables, 

Alquant demandent dez e tables. 

 • • • • 

Assez suvent noisent e crient; 

Li un as altres suvent  dient  : 

"Vus me boisiez , defors getez, 

Crollez la main, hochez les dez ! 

Jo  l'envi avant vostre get ! 

Querez deniers, mettez, jo met  !" 

Tels i puet aseeir vestuz 

Ki al partir s'en lieve nuz.

W.  //. 10521-10524, 10539-10556, 10581-10588
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Waceの 賑 やか さに比 べてLayamonの 余 興 の描写 は次 の ようである。

彼 は苦 々 しい気持 でWaceの 騒騒 しさを削 ったのであろ う.か。 彼の興味

は専 らAr6urに か しつ く廷臣達 の群 像 と競技 の晴れの勝者が,ア ー サー

よ り褒賞を授 か るこ とであ る。.
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 Pa  Pe king  i3ete hafde 

and al his mon-weorede. 

 Pa bu3en ut of burh3e 

 Peines  swi6e balde. 

alle  Pa kinges 

and heore  herePringes. 

alle  Joa biscopes 

and alle  Pa  clwrckes. 

alle  Pa eorles 

and alle  Pa beornes. 

alle  Pa  Peines 

alle  Pa sweines. 

feire iscrudde 

helde 3eond felde.

Monianes kunnes gomen 

 Per heo gunnen driuen. 

& wha swa mihte iwinne 

 wur6scipe of his gomene. 

hine me ladde mid songe 

 at-for^  Pan leod-kinge. 

and  Pe  kig for his gomene 

 3f him 3euen gode. 

Alle  Pa quene 

 Pe icumen weoren  Pere, 

and alle  Pa lafdies 

leoneden 3eond walles.

L.  //. 24681-24694
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to bihalden  Pa  du3e6en 

and  Pat folc 

pis  Preo  des 

swulc gomes & swulc  p1w3es. 

Pa a  J.  ueor6e  dwie 

 Pe king gon to spekene. 

and  a3xf his gode cnihten 

al  heorere rihten. 

he 3ef feoluer he  3xf gold 

he 3ef hors he 3ef lond. 

castles &  cla6es eke 

his monnen he iquende. 

 Per wes moni bald Brut 

biuoren  Ar6ure.

L.  //. 24705-24730

饗宴 がおひ らきに なる とアーサー王 は持前の気前の良い寛大 さを発揮 して

賓客 に贈物 をする。 再 びWaceの 筆 は と/ま る所 を知 らぬ程滑 らかにな

り,得 意のrepetitionで ア ーサー王 の引出物 を列挙す る。

Treis jurs dura la feste issi. 

Quant vint al quart, al mecresdi, 

Li reis ses bachelers feufa, 

Enurs delivres  devisa  ; 

Lur servises a cels rendi 

Ki pur terres  l'ourent  servi  ; 

 Burcs duna e chasteleries 

E evesquiez e  abeies. 

A cels ki d'altre terre esteient,
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Ki pur amur al rei veneient. 

Duna cupes, duna destriers , 

Duna de ses aveirs plus chiers . 

Duna deduiz, duna joiels , 

Duna levriers, duna oisels , 

Duna  peliguns, duna dras, 

Duna cupes, duna hanas, 

Duna palies, duna anels , 

Duna blialz, duna mantels , 

Duna lances, duna espees, 

Duna saietes barbelees . 

Duna cuivres, duna escuz, 

Ars e espiez bien esmoluz , 

Duna lieparz e duna urs , 

Seles, lorains e  chaceiirs . 

Duna  haubercs, duna destriers , 

 Duna helmes, duna deniers , 
Duna argent e duna or , 

Duna le  mielz de sun tresor . 

N'i out hume qui rien valsist 

Qui d'altre terre a  lui venist 

Cui  li reis ne dunast tel dun 

Qui enur fust a tel barun.

W.  /7. 10589-10620

祝宴の4日 目,Arturは 騎士見習の従者に恩賞を与え官職封を分かち
,領地

を司って彼に仕えた者には城市や城を与え,司教区や修道院を与えた
。外国

から敬意を表 して王のもとに参 じた面々には盃や軍馬やとアーサーの高価

な財宝を与え彼等に満足と喜びを与えるのであった。贈物の品目は,グ レ
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一ノ・ウン ドあ り
,鳥 あ り,毛 皮裏付き外 套,衣 服,大 盃,高 台付酒盃,土

衣,指 輪,チ ュニ ック,幽、マン ト,槍,刀,矢,逆 刺,真 鍮,三 角楯,弓,

研 ぎす ま した矛,レ オパ ん ド,く ま,段 梯子,甲 冑,房 付鞭,・鑚 かたびら,

馬,か ぶ と,デ ナ リウス銀貨,銀,金 等 々で あ った。大層 なもてな しである。

Layamonと 比 べ てみよ う。 彼 は もうWaceに 従 ってゆけない
。 彼 は

口調 も構 文 も其尽 に`he3efseolue .r・h,e3謝gold'(L.Z.24725)〔cf .

`Dunaargentedunaor
,'(W.r.・1061罰 〕 とWaceを 写 し始め るが,

Ar　 urは 銀 や金 を与 え,馬 や土地 を与 え,城 や衣服 も与 え彼 の臣下 を喜ば

せた(ll.24725-24728)。 と,こ のあた りでぷ っつ りWaceの お 喋 りを削

除 して しま う。 戴冠式 の豪 華なAr6ur宮 廷 の雰囲気 は終幕に近付 くと

Waceの 賑 々しさに比べて急に貧弱にみ えて くる。 が然 しLayamonは

賑 やかな管絃 や悪巫 山戯 や騒 々 しい宮廷 や止 まる所 を知 らぬ有様 の饒舌 は

アーサー王 と廷臣達 の威厳 を傷つ ける とで も考えて,敢 てWaceの 賑 やか

さを抹殺 した模様 である。我 々は此処にWaceとLayamOnの 歴 然 とし

た相遼 を認め得 る。

Waceの この際限 な しのお喋 りは極め て フランス的な特徴 と言 えるであ

ろ う。武 勲詩 のChansondeRolandに も既 にそれは認 められるし,中 世

随一 の詩 入 ヴ ィヨンや,ル ネ ッサンスの華,ラ プ レーの 「ガルガ ンチュア

・パ ンタグ リュエ ・レ物 語」に も顕著な`verbiage'の 一 面 で あ る
。つ ま

り,RomandeBrutに 於 てみ られ る極立 ったWaceの フ ランス人的嗜

好 は騎士道華 やか な世 界に具現 されるcourtoisieで は な くて,そ れ は,い

ずれは生真面 目で沈鬱 なアングロ ・サク ソ ンの国民性 を変 化 させ,Merry

is エ　

Englandの 出 現に影響 を与 え る こ と に な るNormangaityな の で

ある。

一 結 語

我 々は以上五項 目に分 けて ワー スとラー ヤモンの テキス トを対比 さぜて来

た。 その結果・Brutの 世 界 が双方共多分 にheroicageの 伝統 に則 とっ
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1
た英 雄時代 の社 会 である事 に気付 く。 フー スとラーヤキ ンの描 く王候 の肖

像は英雄 時代に広 く共通 していた,い くさ人 の社会倫理,美 徳 を具 え てい

るか ら,彼 等の英雄 のイ'メ^.%は 」するのであ る。 ワー スが ロマン スの

洗練 された騎士 の住む社会 をRomandeBrutに 描 きゴ ラー ヤモン は

OEpoetryに 見 られ るような古い アング ロ ・サクソン風の世 界 に 住 む

粗野 な武 将 の社会 を彼 のBrutに 創 り出 している と考 えるのは妥 当で はな

い。野蛮 な心 を持つ と言わ れる ラーヤモンのferocityは ラーヤモンひ と

りに限 らず ワー スに も叉認 め得 る ものであ る。

貴婦人 の愛 を得 んために騎 士道 に励 む とい うespritcourtoisのwoman-

worshipの 精 神 は ワー スの中に認 め られ るのだがRomandeBrutの 全

詩行 を眺め る時,そ の数行 の言及 を以 て ワー スの特徴 はcourtlysenti-
18

mentで あ ると言 える程重要視 出来 るものではない。

女性 に対 す る愛 情や優 しさを描 く点では ラーヤモンは控 目で こそあれ ワー

スに習 って恋 愛描写 を行 なってい る。

ラーヤ モンが ワースよ りmorearchaicで あ って1esssophisticatedで

あ った と言 う時,そ れがOEpoetryの 伝 統 を強 く受継 いだ言語か ら受

け る印 象であ るのは言 う迄 もないが,又 一面 それは ラー ヤモンの生真面 目

で冗談 や駄酒 落 を言わぬ アング ロ ・サクソン気質に も由来 す るものであ る。

1esssophisticatedな ラー ヤモンの世界 とは,即 ち軽 味のあ る,巫 山戯 た,

賑 やかな ノル マ ン風 の ワースの気心 を写 し取れ なか った所 にあ ると私は思

うのであ る。

日本英文学会第42回 大会に於 て 昭和45年10月31日 発 表
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